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要旨  

本報告は製造業においてその重要仲が増しているデザインを経営資源の一つとして位置づけてもらうため   

に，大分県が実施している「デザイン経営資源化車業」の中で，製造業の対象企業とともに開発テーマに基づ   

いてデザイン開発を実施したものである。第「▲線で活躍するデザイナし一のもとで企画段階から販売計血ぅ そし   

てアフターケアまで含む一連のデザインワ一雨クを開発チームで実施し，工業的手法のデザイン開発プロセスを   

研究した。共体的には掻ガラスの独白加丁技術を持つ（條）藤島を対象に，ガラス製コレクションケーースとい   

う絞り込んだアイテム〝〕製品開発を，ターゲットを特化するという改良型デザイン開発プロセスを通して行   

い，企業のデザイン導人を支援した．  

コンスタントに量産℡販売したいという企業からの希望  

があった   

本研究では，マ、川－一ケティングに比重を置き，製晶開発  

手法を吟味しつつ，一般消費者をターーーゲットにしたデザ  

イン導入事例として開発に努めた。  

二．方法   

二∴i開発ブルー・プの設置   

開発にあたり，企業の開発撞当者ブ 大分異デザイン振  

興協議会会員デザイナ｝タ 当センターデザイン研究昔で  

開発グループを結成した．期間は，平成14咋9月13  

日から平成15年3月20日までとし，16口を基準に  

開発会議を開催したら  

Tahiel開発グルーー プ  

i．目的   

この研究では，デザインを視点とLてモノづくりの過  

程を検証し，具体的な新製晶開発や新分野進出を【］指す  

ワーークにより，工業的手法のデザイン開発プロセスを研  

究することを口約とした．   

まず5 県内企業から公募をつのり，（株）藤島を選定  

した．（株）藤島はガラス製品の企画，製造，販売ク 施  

1二を行う会社で，特に板ガラスの精密加工，ガラスを積  

層させて透明度が落ちない接着，接着層への気泡の混メ  

が極めて少ない接着，ガラス小一†の鏡面研磨を得意技術  

とする。ガラスと異素材の接着については独自のノウハ  

ウを保有している全国的にもユニークな企業である。今  

まで，屋外モニュメント インテリア建具，インテリア  

小物，記念品 ガラスケース等の特注依頼の個別対応が  

中心であったがヲ 経営基盤の安定のために，一般消費者  

をダーーゲットにした「定番的な生活必需し守一」を開発しタ  

佐藤邦生デザイン事務所  監、Desig椚  
m．ドactory  

産業科学技術センター  

童選科学技術センター→  

開発グループのデザイナーーの専門領域は主にグラ  

フィックデザイン，店舗デザインであり，様々なデザイ  

ン領域の開発ノウハウを活用していただいた。また，指  

導アドバイザーとして（有）トライアルプロモー㍉ンヨン   Fig。i開発会議  
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分析のため と卜，モノノカネタ 技術ブ 構紬ノ川⊥蔓「で強  

みと弱みを検討した．   

⑳対象二紅葉の資源（ヒトラ  モノ，技術などノ   

ヒト：少人数なので製作時♂〕意思伝達がスムし一ズ   

モノ ∵専用機械◎L二見を持っている   

技術：手作業での作業にノウハウがある   

情報：大都†いごの同分類興業碍とのネットワーク   

⑳対象企業の特性   

ヒト：専門職部分はアルバイトでまかなえない．   

モノ：機械。工具は汎用にならない   

技術：量産が出来ない   

情報∴地域での情報網が無い   

オーーダーメイドの特托品が主で，自社独烏結成瑠摘痛  

が少ない．   

⑳対象企業の技術   

石材伽L業の技術に近い。切断（手加L二）さ 研磨（機  

械），面取り（機械），接着（手加L）等に非常に精度の  

接着する技術，ノ  高い技術力をもつ∴フローートガラスを  

ウハウは他社にない独白のもげ）。   

ミ．、テー∴？；アイテム、設定   

情報収集おょび検討の結果をふまズてブ ナーⅧ「ア〔リアイ  

デア展開を卜記のように行った。  

1rab蔓e3 テー〔マのアイデア展開結果  

テwマのアイデア展閣   

ぴ）河合直嗣氏を招き，マーーケティングに量たを置いた商  

品間発手法について指導をしていただいた。   

二二 間発，：＝コセス   

ー般的製品開発プロセスげ〕ょうにタゝ一〝一ゲットをセグメ  

ンテし一ション（市場を分類し，その性格にあった商品の  

製造中販売活動をすること）に絞るのではなくシ 身近な  

人物（ものにこだわりを持つ通人ア マニア）を選定し  

ターゲットとする改良試案型開発プロセスを適用した。  

′r’ab‡e2 改良試案埋開発プしコセス  

製品開発プロせ謁蘭案）  

場崖消費者の情報服纂  〉消発音と市場のこ叫ズの情報  
を集める。  

ケ開発テー【マを決定する。  
・市場商品情報の調査  

、－マ‘アイテム設  

感官惑、通話用品にこだわりを持つ身近  －－ゲ ット  
な人物を選出する⊂ノ るトⅦ】ゲ、ジト∈  
鼠■ニ仰ズをインタビュ…鵬し、生  
山好みr必要なもの等を検言弓する  
偏向を避けるため、ターゲットと  
同好の士数名から意見を求める。   

ヰ魅力ある特徴を打ち出す。  

〉形、色、材質を検討。   
スケッチb買廷計を行う。  

与試作円検討を繰り返す。  

二｝流通ル椚卜開拓、売方の   
コニ克、宣伝を行う。  

彗事㌢  

卜の確二∫‡  コ ンセ  

イ ン 「 ⊂1¶・  

場  書  見  

匿改良点箋  
1．※軒トヤ撃皿′ゲッ㌢▲ちを身近なふ物にむ一′㌔た点  
2。「簡略化」に努めた点  

3u終業及び考察   

3。号 市場と消費者靡情報収集   

社会環境分析を行うため，社会動向，経済動向，  

産業構造，環境意識ラ 生活者意識ヲ 消費動向プ 情報化  

の項目で動向と今後の予測〉 自社¢テーーマに与える影  

響などを検討Lた．また，市場の動向を捉えるたれ 近  

年のヒット商品を列挙しブ そこからキーーワー劇ドを抽出し  

た。その結果，今匡1の開発に使えそうなキーワードは  

トマニアック，コレクション）人と違うモノ，癒しヲ 環  

境プ 安全，快適」などがあがってきた．その中でク マ  

ニアックブ コレクション，入と違うモノ」に着［しノ，展  

開していくことになった。   

また，市場と消費者の情報収集，いわゆるマー′■【ケティ  

ング以外にも〉 丁場内と展示室の視察を行いブ 社内環境  

ニの中で人形ケ腔一ヘス」 「展示ケーース」に絞り込み，  

マし一ケティングぴ）キ←→ワー▲ンドマニアック〉 こプレタンコ  

ンプ 人と違うモノと組み合わせて，開発テ信一「アを㌻Fコ  

レクション用ショーケ叩∴ス』と定めた．しかし，検討を  

進めるうちにコレクションといって辛）二千差万別でタ その  

種類を絞り込む必要がでてきたので、インター∵ネットに  

よりコレクションの調査を行った。自分のコレクション  

を不特定多数の人に手軽に披露する÷段として，イン  

タ岬ネットは非常に適合している．コレクション関係の   
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あって汀アクリル製〝）安っば1ノ＼ものがはとんどである．  

コンセプトの設定やデザインワし一夕の指針とするためヮ  

ター′→ゲットの生活や趣味がイメし－ジできるノ与二女を検討しノ  

ターーゲットイメージンー【 トを作ノ成した．（F呈g。2）   

3．4 コンセプトの確立   

コンセプト紆設定段楷は非常に 重要であり，ニの正否  

が開発の成功か失敗かを左右する．コンセプトとは言い  

換えれば，r魅力的な個性㊤特徴」でタ 消費者にとって  

購買意欲をそそられる重要な要素である．ここでは2稽  

類のニコンセフトを検討し決定した．   

⑳Åタイプのコンセプト  

‡晶才】》   

ミニカーー用ショーケースA（スタッかブ／レモジュー  

ルンステム）   

《「卦発商占占♂〕コンセプト（特徴G提案）》   

筍1個ずつのユニットタイプ．ハイプ（→後に板に変  

更）にi個ずつユニットを取り付けられる．  

。ユニットを傾け固定できる．   

◎パイプ（板），ユニットを増やせば壁面一面卓）ト】j  

籠．→拡張性がある．   

伝組み合わせで形のバリューーションを楽しめる．   

《従来品や競合品と比較しての改善。改良。優位性）   

D拡張一性がある点。   

◎オプションでLED照明等による展示効果．   

伯ユニットは卜蓋式．汚れない，劣化しない。   

⑳lうタイプのコンセプト   

《占六名〉）   

ミニカー用ショーケース盲う   

《開発商品のコンセプト（特徴魯提案）》   

G汚れない．ほこりが入らない．   

鳩鏡で展示物の後ろ側も見ることができる。   

◎ ミニカー′1が回にできる．  

（従来品や競合品と比較しての改善∴改良∵優イi【f二性‡〉   

吟棚ごと［d転して後ろから入れられる．   

む‡月D でドから照明をあてプ 展示効見をあげられ  

一l   

8背面は鏡山   

む タイヤ止めの丁夫がある．   

‾∴∴∴■／．、∵きr■ニフ   

コンセプ トに潜って，スケッチr レンダリングに上り  

具体的なアイデア展開を行った。現実に商品として流通  

させることを前提としたためプ 構造および部品の検言、卜ご  

はコスト拍‖ニ配慮しなければならなかったため，よりよ  

い商晶を日精す理想とほどほどに押さえなければならな  

い税実とのギャップに苦悩した。  

投稿数を掛／、＼に紀ナ果）活発7ご音．ち▲割によりニコレクション人  

rが多いと考えられた〔ノバ主，ミニか一とフィギアグ〕コレ  

クターーであった そ〝）ことにより最終的に開発テーーマを  

『ミニか一川ショー→ケし一ス』 （一部フィギアにも対応）に  

洗おしノた。   

3。3 タ脚ゲットの設定   

対象となろ市場匂ターーゲットの想定はラ ミニカーーや  

フィギアの二＝／／クターを針襟にし）ニーズ等の情報を集  

めようとしたが，これが意外と難航した。ホー【ムページ  

は多数ある‡〕ののタ その「人卜容はコレクションであるミニ  

カーやブイギア町膨大な画像デーータだけであり，その他  

げ丹青糀，特にニーズ等必要な情報はほとんど見つからな  

かった。そこでプ ー般的な製品開発手法に手を加え，  

タ〉一ゲットをセグメンテし一ションから想定するのでな  

く7 身近に存イを三するモノにこだわりを持／〕人，いわゆる  

マニアのんをタし一ゲットとして選定し〉 インタビューを  

行い卜記の特件等を決定した．   

⑳タいゲットヴ）特性   

ミニカーやフィギアのコレクシ≡jンをマニアックに楽  

しめる感性紆持ち主．男性。独身。20代後半．きれい  

好きなので，部屋はきれいに片づいているがプ 増えるコ  

レクションの収納整舛に虎を悩蓋している。 プレミ ア付  

きアイテムをきちんとしたケースに収め鑑賞したい。   

⑳想定される市場   

コレクションの収納および鑑賞のためのショー几ケース  

市場．インターネット ミニカーメーカー〉 フィギュア  

メーカ｝．食玩などのノベルティー。マニアショップ．  

通信販売． 雑誌，汀などの中のコミュニティー   

⑳想定される使用シーーン   

ミニカー▼一山 のコレクターーが自分の部屋でメ ガラスの  

シ／ヨし一ケ〉一スにコレクションの収納牽曹をしている。整  

理が終わったら，ゆっくり鑑賞して楽 しみたい。   

⑳想定される競合企業（商品）   

ミニカ山のショーuケレースはあまり流通しておらずタ  

STEPh3 商品企封松殿  
ターゲリトイメ肌ジシーート  

㌢亘琵，2 タし一ゲットイメ）∵／ソー ト  
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M毒 試作   

コストを考えた部rL∋L用宗鋸を 外枠の夕＝i二等数々の難  

題をクリアするため，検討会を重ね＞ 数点即試作を行っ  

た。ゝ1う初，壁向を覆うほどのサイズの試作品を予定して  

またj 2稗類のコンセプト以外♂）新しいコンセプトヰ）  

途中でいくつか生麦れたため，アイデアはストックして  

おき，今後の展開に活用することとした血  

rイ ノ‾㌧猥釣 スウノFレノすノノフ  

、  し  

■  

、▼－L  ヽ－ ■  

Fig．3 アイデア展開  

アイデア展開（スケッチリノンダリンウ 

F呈g．6 試作品  

屋‥ig．4 アイデア展開  

アイデア展閲〈ス7ツチもレンゲリンク・慮濾郎  

軒、ig。7 試作品  

Fig巳5 アイデア展開  Fig虫8 試作品  
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またプ  本研究の主眼であるデザイン開発プL了セスにつ  

いてはク 購買意欲を刺激する魅力的なコンセプトを構築  

するには5 消費渚Ⅵニーーズをどこ去で把握するかが鍵に  

なるが，そ♂〕ニーーズをダイレクトに調査するノ㌻【dの改良  

型デザイン開発プロセスは，ターゲットを特化する乙二で，  

ー ズをつかむのに非常に有効だと確認できた．   

今後，さらに改良型デザイン開発プロセスを検討し，  

デザイン 導人を図る多くの県内製造業にとって∫ 上り製  

品開発に使いやすい道具として整備していきたい   

が 時間的余裕がなく、それぞれ巨Lニット〃）みを試作  

するにとど去′ノた。   

㌻7 市場尊兄   

商品化を卜＝旨すた始／試作E㌧［】jを展示会見本巾に出展しぅ  

バイヤー¶にっ呈り込むことにLた。   

峯ホ会は2劇Mノ牛3月4～7日に虜★ビッグサイトで開  

僻された「建築℃建材展封肛」である。建築0建材の展  

示会塞げ－－㌣1レし場違いかと懸念tたが∴名刺交換は2醐  

枚を超え，入場者の反応は大きか／）た。 展示品全体につ  

いてはデザイナーや 貫JEm及び照別の企業等から照会が  

」一 ′打つ7＝。   

試作［ら2丁であるショーーケーースについては写 さっそく模型  

業者2 神1亭計型マニア数名からも問い合わせが人畑需  

要はあるという拙惑触を得たので∋（株）藤島はこの開発  

したデザインを育てていく励みになったようである．↑  

後本格的に試作しプ 専「す1店とインターネットを軸にした  

流通開拓を千㌫Lているt   

人唱名紐20う人建／4ヨ喝  

㌃ノ1…g．導 出展ブし一スおよび展示  

4争 窓庭三め  

「デザイン経常資源化事業」は県内の製造企業がデザイ  

ンを経営資源として導入することを支援し，グラフィッ  

クデザイン分野が［トL、の県内デザイナγ－んぴ〕方々にプロダ  

クトデザインのノウハウを陸得してもらうことが目的で  

ある∪   

そぴ〕i過程でj（株）藤島はデザインの重要性とプ［了セス  

／プ  
を認識L 今真でとは全く異なる商品を開発できる鍵が  

デザインに あることを躍解されたようである。   

県内デザイナ・－〟）方 々 はクライアント 招三業∴行政）  

の義持畑こ対ノ応する装う繋が主であ／〕たため㌢ 今真では・蝦  

消費者は対象としておこ：二〕ず，アドバイザーー河合先生のマ  

′ ㌧一ケナイノブ指導にL、る一般消費者ニ、－′ズの把握と対宜  

は計鮮であり非常∵凍憎に㌔∵ったようである。  
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